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 〈中学校道徳 第１学年〉 

 

道徳的価値の自覚を深める「考え、議論する」授業づくり 

～単元型学習としての教材パッケージ化と OPPAの活用を通して～ 
 

南風原町立南風原中学校教諭  大 城 真 紀 子 

 

Ⅰ テーマ設定の理由 

 昨今、新型コロナウイルス感染拡大を契機に、社会構造は劇的に変化し、価値観が多様化、複雑化、

流動化している。絶え間なく変化していく予測困難な時代の中で、学校教育には、目の前の事象から解

決すべき課題を見つけ出し、主体的に考え、多様な立場の者が協働的に議論し、納得解・最適解を生み

出すことなどが一層強く求められている。平成 29年告示『中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳

編』（以下『解説道徳編』と表す）においても、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため「道

徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事を広い視野から多面的・多角的に考え，人間と

しての生き方についての考えを深める学習」の重要性が述べられている。 

 これまで、発問構成の工夫や問い返しによる「考え、議論する」授業づくりを目指して実践を積み重

ねてきた。生徒は、発問によって価値を理解し、議論によって多様な考え方に触れ、問い返しでは人間

理解に迫り、自分との関わりでもう一度価値を再構成する体験を積み重ねている。一方で、１時間の授

業の中で、価値を再構成しながら現時点での納得解を生み出すと同時に、自己内対話も完結するため、

そこからさらに高次の価値理解を深めるような継続した学びを維持することができなかった。このよう

な課題から、生徒が道徳科の授業での学びを継続的に考えることができる授業づくりが必要だと考えた。 

 そこで、本研究では１時間の授業での学びを継続的に問い続けられる工夫として、単元を貫く道徳的

課題を本質的な問いとした、主題横断型の複数教材をパッケージ化する。これまでと同様に１時間ごと

の授業では「考え、議論する」活動を目指しつつ、本質的な問いを横断的に考えさせたい。その際、OPPA

（１枚ポートフォリオ評価）を活用することにより、道徳科の授業での学びを１時間で完結させること

なく、他の主題との関連で考えるなど、継続的な学びへと促したい。また、問いに対するプレ・ポスト

記述と毎時間のリフレクション等の工夫により、生徒は自己の変容や成長をメタ認知でき、自己理解が

更に深まるのではないかと考えられる。このような活動により、生徒はより道徳的価値の自覚を深める

ことができるのではないかと考え、本テーマを設定した。 

Ⅱ 研究仮説 

 道徳科の授業において、以下に示す２点の工夫に基づく「考え、議論する」授業を行うことで、継続

的な学びが促され、道徳的価値の自覚をより深めることができるであろう。 

１ 道徳的課題を本質的な問いとする単元型学習としての教材パッケージ化 

２ OPPA（１枚ポートフォリオ評価）を活用したリフレクションの工夫 

Ⅲ 研究内容 

１ 道徳的価値の自覚を深める「考え、議論する」授業とは 

(1) 道徳科の授業に求められること 

 『解説道徳編』では、道徳科の目標を表１のように示し、「多様な価値観の，時に対立がある場合

を含めて，自立した個人として，また，国家・社会の形成者としてよりよく生きるために道徳的価

値に向き合い，いかに生きるべきかを自ら考え続ける姿勢こそ道徳教育が求めるものである。」と解
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説している。これは、道徳の教科化に伴っ    表１ 道徳科の目標（『解説道徳編』より） 

て掲げられた「考え、議論する道徳への質

的転換」を意図しており、「主体的・対話的

で深い学び」のある授業を目指すことにも

繋がっている。 

 島（2020）は道徳性について考えた氷山

モデル（図１）の第３層（道徳的価値レベ

ル）を子どもの言葉で想定し、その内容について話し合う授業に近

づくことが「深い学びの鍵」だと述べている。 

 このことを踏まえ、本研究では、道徳的諸価値の理解を基に、自

己のこれまでのものの見方・考え方について振り返り、他者と議論

したり、意見を交流することで、多面的・多角的な考え方に触れさ

せる授業を目指したい。そうすることで、生徒はこれまでの自分の

考え方について吟味し、多様な考え方に触れることで新たな価値を

再構成していくことができると考える。このような「考え、議論す

る」授業の実現が、道徳的価値の自覚に繋がるものと考える。 

(2) 内容項目と道徳的価値                      図１ 氷山モデル（島 2020） 

 道徳的価値とは、人間としてのよさを表すものである。『解説道徳編』第３章の「第２内容」（以

下「内容項目」と表す）と同義のものとして捉えられていることが多いが、内容項目に複数の道徳

的価値が含まれていると説明することができる。 

 『解説道徳編』には、内容の捉え方として「内容項目は，生徒自らが道徳性を養うための手掛か

りとなるものである。」と示されている。また、各内容項目を生徒の実態を基に把握し直し、指導上

の課題を具体的に捉え、生徒自身が道徳的価値の理解を基に自己を見つめ、物事を広い視野から多

面的・多角的に考え、人間としての生き方についての考えを深めることができるよう、実態に応じ

た指導を行うことが道徳的価値の自覚を深める指導だと述べている。 

(3) 道徳的価値の自覚を深めるとは 

 上地（2020）は、「道徳科における学習とは、道徳的に正しいこと

を伝達されることではなく、正しいとされることのその『正しさ』

を多面的・多角的に、そして批判的に考察し、その正しさを確認し

たり、修正すること」としている。ここで言う「正しさ」とは価値

に対する個人の見解だと考える。実生活の場面で価値が構成される

と、それは、前理解として道徳的判断の選択肢が広がることに繋が

っている。図２で示すように、前理解に基づいて行う「考え、議論

する」道徳科の授業で、多面的・多角的に考察されたものを再び自

分との関わりで考え、新たな価値を再構成する過程を繰り返すこと

で、道徳的価値の自覚は深まっていくと考える。          図２ 価値の再構成イメージ 

 そこで、本研究では「考え、議論する」道徳科の授業を土台として、複数の教材をパッケージ化

する。学びを繋げ、汎用的に活用することで、新たな知見の広がりや高次の価値理解に迫り、何度

も吟味と再構成を繰り返すことで、道徳的価値の自覚をより深めることができると考える。 

２ 単元型学習としての教材パッケージ化と OPPAについて 

(1) 単元型学習としての教材パッケージ化 

  単元型学習としての教材パッケージ化とは、単元を貫く問いを設定し、関連する複数教材を主題

横断的に学習しながら現時点での納得解や最適解を考えていく学習である（図３）。単元型学習にす

ることで、道徳的な学びを連続させ、多様な道徳的価値を内包した現実的・日常的な道徳的課題と 

（「第３章 特別の教科 道徳」の「第１ 目標」） 
 第１章総則の第１の２の(2)に示す道徳教育の目標に基
づき，よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため，
道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事
を広い視野から多面的・多角的に考え，人間としての生き
方についての考えを深める学習を通して，道徳的な判断力，
心情，実践意欲と態度を育てる。 
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向き合える「生きて働く力」としての道徳的資質・

能力の育成にも結びついている。それは、道徳的

価値理解・価値自覚という道徳科学習のプロセス

を経る中で、生涯にわたって機能する汎用的スキ

ル形成にも繋がると考える。 

 また、教材パッケージ化を導入するにあたり、      

画一的な教材のパッケージ化は求めない。生徒の

実態に沿って、適宜導入し、重点的な授業展開を

行うことで、実効性が高まるものと考える。 

(2) 道徳科における指導と評価の一体化          

 『解説道徳編』には評価について「生徒の学習

状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し，   図３ 教材パッケージ化イメージ 

指導に生かすよう努める必要がある。ただし，数値などによる評価は行わないものとする」と記載

されている。つまり、道徳科における評価においても、指導に生かされ、生徒の成長に繋がる評価

でなければならないと考える。 

 また、道徳科はよりよく生きるための基盤となる道徳性を育てることをねらいとしている。その

ため教師が授業を行う上で、道徳的価値に関わる道徳性の諸様相を育てるために授業を工夫しなが

ら主体的・対話的で深い学びを構想し、その工夫により表出した生徒の学びの姿を継続的に把握し、

評価することが道徳科における指導と評価の一体化であると考える。 

 これを踏まえ、生徒のエピソードを蓄積したポートフォリオによる評価が有効であると考えた。 

(3) OPPA論とは 

 本研究においては、ポートフォリオ評価の中で

も、生徒の学びを継続的に、より明確に把握する

ための手立てとして、堀（2019）が提唱する OPPA

（１枚ポートフォリオ評価：One Page Portfolio 

Assessment）論に基づく評価方法を取り入れる。

OPPAとは、教師のねらいとする授業の成果を、学

習者が１枚の用紙（OPP シート）の中に単元学習

前・中・後の履歴として記録し、その全体を学習

者自身が自己評価することである。 

 OPPA の実践においては、教師が OPPシートを作

成する。学習者の学習履歴に対して教師がコメン

トを書き、学習の質を高めるとともに、授業改善     図４ OPPシートの基本的構図 

を行うこともできる構造になっている。また、学習者においては、毎時間のリフレクションだけで

なく、単元学習の最後に全体を振り返って自己評価を行うことで、自己の学びを実感できるため、

指導と評価の一体化に繋がるものと考える（図４）。 

 このような自己評価はメタ認知と深く関わっている。なぜなら自己評価には、自己の学習状況を

適切に把握し、修正するというモニタリングが求められるからである。自己評価は、自己を改善す

るために調整するという機能をもっている。OPP シートでは、「単元を貫く問い（プレ・ポスト）」「学

習履歴」「単元学習後の自己評価」の３種類の自己評価が行われることから、メタ認知の育成に重要

な役割を果たしている。また、OPP シートは学習履歴として、それまでに記述された内容全体を見

ることができるため、前の時間に書いたことを見て、次の時間に行うことを見通すことが可能にな

る。つまり、OPP シートの記述が学びの途中であっても次第に単元全体の構造を予想したり、学習

者が自己評価の過程の中で、改善するための調整を自然に行うことができる構造になっている。 
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 これらを踏まえ、単元型学習における教材パッケージ化の道徳科の授業を行う際、OPPA論に基づ

く評価方法を取り入れることで、生徒のメタ認知を促し、価値理解の自覚をさらに深めることに繋

がると考える。 

Ⅳ 検証授業 

１ 単元名 「世界の平和について考えよう」 

２ 教材名 「木の声を聞く」「花火に込めた平和への願い」「富士山から変えていく」 

                         （日本文教出版『あすを生きる１』より） 

３ 単元設定の理由                          

 私たちは、地球規模の相互依存関係の中で生きている。また、今日私たちが抱える問題、例えば、

環境、資源、食料や健康、危機管理などは、どれも１地域や１国内にとどまる問題ではない。これか

らの未来を担う子ども達は、日本のことだけを考えるのではなく、国際的視野に立ち、広く世界情勢

に目を向けつつ、日本人としての自覚をもって国際理解に努めることが必要である。その際、持続可

能な社会の形成という視点を持つとともに、広く地球規模で物事を考えていくことが重要である。そ

こで本単元では、国際理解・国際貢献、自然愛護、社会参画・公共の精神の３つの内容項目を含む教

材をパッケージ化する。「世界平和」について複数の道徳的価値を横断的に考えることができる問いを

立てることで、道徳的諸価値との関連を図りながら考えを統合していく活動ができる。学びの連続性、

継続性を意識することで、道徳的価値の自覚をさらに深めることができる単元となっている。 

４ 単元構想 

単元名：「世界の平和について考えよう！」（全３時間） 

単元のねらい：自然愛護に努めるとともに、日常生活の中で社会連帯の自覚に基づく、あらゆる時と場所においての協働の場を 
       実現していく努力と国際的視野に立って、よりより社会を実現していこうとする実践意欲を育てる。 

時間 第１時 第２時 第３時 

教材名 
あすを生きる１（日本文教出版） 

「木の声を聞く」 

あすを生きる１（日本文教出版） 

「花火に込めた平和への願い」 

あすを生きる１（日本文教出版） 

「富士山から変えていく」 

主題名 

（内容項目） 

自然を愛する 

（Ｄ 自然愛護） 

世界平和のために 

（Ｃ 国際理解、国際貢献） 

つながりが生み出す力 

（Ｃ 社会参画、公共の精神） 

 

ねらい 

 自然環境を大切にすることの
意義を理解し、自然に謙虚に向き
合いながら自然愛護に努めよう
とする態度を育てる。 

 互いの文化や価値観を尊重すると
ともに、国際的視野に立って、世界
の平和に貢献しようとする態度を育
てる。 

 共同生活を営む人々の集団である社会
の一員として、自分も他人も共に手を携
え、協力し、誰もが安心して生活できる社
会をつくっていこうとする態度を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ねらいとする 

道徳的価値 

 

 絶え間ない技術革新によって、
急進的に社会構造が変化してい
く現代社会の中で、環境問題は、
地球規模で解決しなければなら
ない大きな課題を多数抱えてい
る。2015 年に国連で採択された
SDGs が提唱されてから既に５年
が経過したが、どの国も具体的な
方策を示すことができていない。
そんな中で「自然環境を大切にす
る意義を理解すること」は、自然
の中で生かされている人間が、自
然に対して謙虚に向き合うこと
の大切さを理解することにほか
ならない。その理解が、人間とし
て生きることの素晴らしさの自
覚に繋がり、自然を大切にするこ
との意義を実感することができ
る。本教材では、自然の大きな営
みの中で生かされている人間が、
自分もまた自然の一部であると
いう謙虚な気持ちで、自然と向き
合っていくことの大切さに気付
かせたい。 

 情報社会に続く新たな社会とし
て、Society5.0 が未来社会の姿とし
て提唱され、今後は更にグローバル
化が進み、異なる文化や価値観を背
景とする人々との相互尊重がより重
要な時代となってくる。また私達は
地球規模の相互依存関係の中で生き
ており、我が国が国際的な関わりを
持つことなく孤立して存在すること
はできない。多様な文化や価値観を
持つ人々を尊重し、理解しようとす
る姿勢が大切である。また、平和は、
全ての国々の万人の心の内で模索す
べき道徳的課題の１つであるという
ことを理解し、日常生活の中で社会
連帯の自覚に基づき、あらゆる時と
場所にいて協働の場を実現していく
努力が必要である。本教材では、前
時の「自然愛護」との関連を含めて、
人間だけでなく、地球規模で考える
平和に気付かせたい。前時と本時の
統合から、次時のよりよい社会の形
成者としての自覚に至る流れを作
り、学びの繋がりを実感させたい。 

 新型コロナ感染拡大に伴い、ソーシャ
ルディスタンスを意識した新しい生活様
式の導入によって、人間関係が希薄化し
つつある。予測困難なこれからの未来に
対する不安感もあり、他者に対する配慮
を欠き、公の場で自己中心的な言動をと
ってしまう生徒も少なくない。一方で、
自己中心的で自分勝手な言動をよくない
と思う心が内面にも十分備わっており、
誰もが望むよりよい社会の実現について
は、大人より純粋に考えることもできる。
だからこそ、どのように社会に参画し、
どのように連帯すべきかについて、多面
的・多角的に考えを深めるよう指導する
ことが大切である。誰もが安心・安全に
よりよく生活するためには、社会の形成
を人任せにするのではなく、主体的に参
画し、社会的な役割と責任を果たすこと
が大事になる。そこで、本教材では、こ
れまで行った「自然愛護」「国際理解・国
際貢献」の学びとの関連を統合しながら、
よりよい社会の実現について社会形成者
の一員であることを自覚し、積極的に参
画していこうとする意欲を高めたい。 

 

 

 

 生徒はこれまで、自然の素晴
らしさや不思議さ、偉大さを知
り、自然環境を大切にすることに
ついて学んできている。また、 

 生徒はこれまで、他国の人々や文化
について理解し、日本人としての自覚
を持って国際親善に努めることについ
て学習してきている。中学校では、英 

 生徒はこれまで、社会に奉仕すること
の意義を理解し、公共のために役立つこ
とをしようという意欲や態度を持つよう
指導されている。一方で、自分勝手な言 



- 5 - 

 

 

 

 

 

 

生徒観 

SDGsについて各教科で触れてお
り、自然や環境に対する関心は高
まっている。しかしながら、地球
規模での問題を自分事として捉
えるには大きく、一部に実感を伴
わない生徒もいる。自然を大切に
する根本的な理由について考え、
人間も自然の一部であり、自然の
中で生かされている存在である
ことに気付かせることで、有限な
人間の力を超えたものを謙虚に
受け止め、自然を愛護しようとす
る心を育てたい。 

語や社会など他教科等の学習も相まっ
て、世界の様々な国に対して興味・関
心が一層高まってくる時期である。本
教材では、国際社会において、他国の
文化を尊重し、理解し合うことで、平
和を目指していこうとする視点ととも
に、前時で行った「自然愛護」との関
連を踏まえて、自然を大切にすること
も平和に繋がっていることに気付かせ
たい。そして、自国のことだけでなく、
地球規模の課題に対しても、あらゆる
時と場所において協働の場を実現して
いこうとする実践意欲を育てたい。 

動や、他者に対する配慮を欠くこともし
ばしば見られる。よりよい社会を実現す
るためには、社会生活において互いに迷
惑をかけることのないような行動の仕方
を身に付けるとともに、進んで社会と関
わり、積極的な生き方を模索しようとす
る態度を育てることが必要である。これ
まで学んだ「自然愛護」「国際理解・国際
貢献」で考えた納得解・最適解を基に、
よりよい社会とはどのような社会かを考
え、自分自身も社会の形成者であるとい
う自覚を持って、その実現に向けた具体
的な実践意欲を高めたい。 

 

 

 

 

教材観 

 木の声を聞くことを通して、木
が持つ力を確信した樹木医であ
る塚本こなみさんの樹木に寄せ
る思いを中心に、自然の生命の尊
重について綴られている。樹齢
150年ほどの大藤の生命力を確
信し、移植に取り組む塚本さんの
考えに触れ、自然と人間の共生に
ついて考えさせたい。自然を外か
ら制御する者となって保護する
という自然への対し方ではなく、
一人一人が自然との繋がりを見
い出し、同行する者として生きよ
うとする意欲を高めることがで
きる教材である。 

 主人公のゆかりは、長岡市とホノ
ルルとの訪問事業の一員である。訪
問の際、ホノルルの人たちの温かさ
やアリゾナ記念館のガイドの穏やか
な口調やまなざしにふれた。両国の
悲しい過去を踏まえた上で、ガイド
の「未来を見つめて、日本ともっと
いい関係を作っていきたい。」という
言葉から、１人の人間としての接し
方も学んだ。このような背景の下、
長岡の花火には、慰霊と平和の願い
が込められていることを知ったゆか
りは、花火を見ながら「平和のため
に」貢献することを自問するという
教材である。 

 登山家である筆者・野口健さんがエベ
レスト登山をきっかけに環境問題を意識
し、富士山の環境保全活動を通して感じ
たことが綴られている。日本一の富士山
には毎年多くの人が訪れる。しかし、一
部の人々の自分勝手な行動が悲惨な環境
破壊を招いていた。その現実の中で、野
口さんは環境美化への使命感を持ち、連
帯意識を持って清掃活動を実施した。そ
の結果、多くの人が富士山の環境を意識
し、行動するようになった。それに伴っ
て富士山の環境がよくなっていった。こ
の実話から「意識して、行動すること」
が何かを変える大きな力になることを伝
える教材である。 

５ 単元目標と検証の視点 

(1) 単元の目標と身に付けさせたい力 

単元の目標 

 「平和」についての見方・考え方を広げ、社会形成者としての自覚を高める。 

身に付けさせたい力 

   多様な考え方に触れ、自分のものの見方・考え方に対する吟味を行い、価値を再構成する活動 

  を繰り返すことで、常によりよく生きるための納得解・最適解を考え続ける姿勢。 

(2) 単元を通して期待される生徒の姿 

 １時間完結授業で得られた納得解・最適解を既有の価値理解として、他の価値との関連を図りな

がら常に納得解・最適解を更新し、よりよい生き方について考えを深めようとしている。 

(3) 検証の視点 

視点①計画的・意図的発問や問い返しによる「考え、議論する」授業の工夫 

 状況理解、心情理解を踏まえ、道徳的価値についての個々の見方・考え方・感じ方をクラス全

体に広げていくことで、前理解に対する吟味を行い、価値の再構成を図っているか。 

視点②生徒が自ら考えの変容を実感することができる OPPシートの工夫 

 前時との関連に触れながら、価値を再構成する記述や考えの変容がわかる記述があるか。 

６ 単元の指導計画と学習指導案（全３時間） 

(1) 単元の指導計画 

時 ○生徒の活動（言語活動、学習内容等）  ■発問 □評価規準  ◆検証の視点 

 ・世界が平和である社会とはどのような社会か。（プレ記述） ※学習前にプレ記述させる。 

１ 

 
 あすを生きる１『木の声を聞く』（日本文教出版）  
○画像を見て、人が美しい「自然の美」に心惹かれる理由を考える。 
○本文を読み、内容を整理する。 
■自然と人間が共生するためにできることは何か？ 
○自然に対してこれからどのように向き合っていくか考える。 

 
□人間も自然の一部であること、自然の恩恵 
 で生きていることを理解し、共生するため 
 にできることを考えている。 
（様相、ノート、発言、OPPシート） 
◆自分事として捉えている。 

２ 

 
 あすを生きる１『花火に込めた平和への願い』（日本文教出版） 
○花火の動画や写真を見ながら、平和とは何かを考える。 
○本文を読み、内容を整理する。 
■「世界平和のためにできることは何か、考えよう」 
○「平和」とは何かを考える。 
 （前時の「自然愛護」との関連を踏まえる） 

□戦争や紛争のない社会が平和ということで  
 はなく、誰もが安全に安心して暮らせる社会 
 が平和であることを理解し、自分ができるこ 
 とは何かを考えている。 
（様相、ノート、発言、OPPシート） 
◆前時の自然について考えたこととの関連で 
 考えている。 
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３ 

  
 あすを生きる１『富士山から変えていく』（日本文教出版）  
○10年後になくなってほしいもの（こと）を書く。 
○富士山のイメージをつかむ。 
○全文を読み、内容を整理する。 
■野口さんは「意識をもち、行動に移すこと」がなぜ大切だと考えてい 
 るのだろう。 
○よりよい社会をつくっていくために、自分ができることは何か考える。 

 
□よりよい社会を実現するために１人１人の 
 意識が大切であることを理解し、行動しよ 
 うとする意識を持っている。 
（様相、ノート、発言、OPPシート） 
◆前時までの自然愛護、世界平和との関連を 
 踏まえて、よりよい社会の実現に向けた行 
 動意欲を高めている。 

 ・世界が平和である社会とはどのような社会か。（ポスト記述） ※学習直後に記入させる。 

 ※OPP シートによる毎時間の振り返りは、指導の改善や生徒の学習改善にいかすものとする。 

(2) 指導案Ⅰ（第１時/全３時間） 

① 主題名  自然を愛する （Ｄ 自然愛護） 

② 教材名  「木の声を聞く」  出典（日本文教出版『あすを生きる１』より） 

③ 学習指導過程 

段

階 

【学習活動】 

（内容・発問） 

○生徒の反応 

※指導上の留意点・発問の意図 
検証の視点 

導
入
５
分 

 

１ 自然美を感じる写真を見る。 
 ■なぜ人は、自然の美しさに 
  心惹かれるのだろう？ 
 
 ■このような景色が環境問題 
  によって見られなくなるこ 
  とに対してどう考えるか？ 

 
※画像を見せることで自然の神秘さを想起させる。 
○普段見れないから。 
○人間が作ることができないから。 
 
○みんなで、自然を守りたい！ 
※現時点での自然との向き合い方を自覚させる。 

 
 
 
 
 
 

あしかがフラワーパークの大藤 

展
開 

３５ 

分 

 
２ 教材を読み、内容を整理する。 
 【前段】（15分） 
 
 ■教材を読む。 
 
《補助発問で内容を整理》 
 ①塚本さんは樹木医をどの 
 ような仕事として捉えてい 
 るか？ 
   ②塚本さんは、自然とどう向 
  き合っているか？ 

 
 
 
（板書で整理する） 
※塚本さんが、他の樹木医とは異なる 
 自然に対する接し方をしていること 
 に触れ、自然との向き合い方を捉えさせる。 
 
○「自然を守る」は人間中心に考えてる。 
 この発言により、「人間も自然の一部なのに、 

     この言葉はおかしい」という問いが生まれる。 

○人間が自然に対して、心がけることがある。 

 
視点① 
 
状況理解 
 教材の内容をしっかりと 
把握させる。 
 
心情理解 
 塚本さんの自然との向き 
合い方を捉える。 

 
３ 考え、議論する。 
 【後段】(20分) 
 中心発問 
 人と自然が共生していくため 
 に大切なことはなんだろう？ 
 
 問い返し（議論） 
 なぜ自然を大切にしなけれ 
 ばならないのか？ 

 
（個人で３分考え、全体で共有） 
※生徒の発言を受けて、「共生」について考えさせる。 
○自分たちは、木や川などに生かされていることを自 
 覚すること。 
○１人１人が自然に興味を持つことで、自然の美しさ 
 に気づくことができる。（自然を大切にしようと思える） 

※自然に生かされてる人間という自覚を議論の中で 
 再認識する。 
（中心発問で納得解に至らなかった生徒への手立て） 

 
道徳的価値 
 自然の中に生かされてい 
る人間に気づき、自ら自然を
愛護しようという意欲を高
める。 

終
末
１０
分 

 
４ 振り返り 
 自然とどう向き合って 
 生きていくべきか。 
 
 ■OPPシートに記入  

  
視点② 
 考えの変容についての記
述があるか。 

④ 板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の発言 

導入時の自分達の意見に

対する吟味が行われる。 

自然の中に生かされている人間

の具体について話し合う。 

（自分の言葉で） 

前理解の吟味を行い、価値を 

再構成している様子が窺える。 

内容整理をしている段階で、生徒から「自

然を守ろう」が人間中心の考えであること

への気づき、疑問が生まれる。また、導入

時の自分達の考え方（みんなで地球を守る）

に対する吟味が行われた。 

教師による音読で、集中して聞く生徒。 
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(3) 指導案Ⅱ（第２時/全３時間） 

① 主題名  世界平和のために （Ｃ 国際理解・国際貢献） 

② 教材名  「花火に込めた平和への願い」  出典（日本文教出版『あすを生きる１』より） 

③ 学習指導過程 

段

階 

【学習活動】 

（内容・発問） 

○生徒の反応 

※指導上の留意点・発問の意図 
検証の視点 

導
入
５
分 

 
１ 花火の動画を見る。（約３分） 
 
 ■「平和」とは何か？ 

 
※長岡市の花火大会に関する動画を見て、歴史的背景 
 を確認する。（長岡空襲、真珠湾攻撃） 
○争いがない。 
○差別がない。 
※プレ記述で書いた「平和」に対するイメージを想起 
 させ、前理解を確認する。 

 
 
 
 
 
 

長岡花火の歴史動画 

展
開 

３５ 

分 

 
２ 教材を読み、内容を整理する。 
 【前段】（15分） 
 ■教材を読む。 
《補助発問で内容を整理》 
 ①アリゾナ記念館がある理 
 由はなんだろう？ 
 ②どんな気持ちでゆかりは 
 ホノルルに着いたのか？ 
  ③ゆかりの心がどのように 
  変化したか？ 
  ④「日本ともっと良い関係を 
  つくりたい」あるが、どのよ  
  うな関係かだろう？ 

 
（板書で整理する） 
※長岡市とホノルル市の間にある歴史的に悲しい繋 
 がりを踏まえ、現在に至る交流事業に関する流れを 
 確認。アリゾナの人たちがどのような関係を築いて 
 ていこうとしているのか、捉えさせる。 
もっと良い関係とは？ 
 ○仲良し。 
 ○認め合う。 
 ○受け入れる。 
 
※戦争をしない、仲良くするという表面的な関係では 
 なく、互いの文化や考え方を尊重していこうとする 
 異文化理解について捉えさせたい。 

 
視点① 
 
状況理解 
 教材の内容をしっかりと 
把握させる。 
 
 
 
 
心情理解 
 ゆかりの心情を捉えさせ 
る。 

 
３ 考え、議論する。 
 【後段】(20分) 
 中心発問 
 世界平和のために自分にでき 
 ることは何か？ 
 
 問い返し（議論） 
 ①人間の問題だけを解決すれ 
 ば「平和」な社会になるのか？ 
 ②戦争で犠牲になったものは 
 人間だけなのか？ 
 ③戦争や争いごとがなければ 
 「平和」になるのか？ 

 
（個人で３分考え、全体で共有） 
※平和のために互いの理解が必要だという視点から、 
 自分のできることを考えさせる。 
 ○異なる意見でも受け入れる（認め合う） 
 ○平和を願う心が一致するために話し合う。 
 ○過去から学ぶこと。 
 
①「自分だけがいいって考えはだめ」 
②「自然も含めて？考える」 
③「今は、平和と言える。本当はもっと（環境とか） 
 考えないといけないかもしれないけど、人が死んで 
 ないし、妥協して、自分は今は平和と思っている」 
 →納得解ではないが、（現時点での）最適解として 
  平和を捉えている。 

 
道徳的価値 
 他国の文化や伝統を尊重
し、異文化を理解への意欲を
高める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
★パッケージ化による学びの 

 繋がりを意識させる。 

終
末
１０
分 

 
４ 振り返り 
 「平和」とは何か？ 
  
 ■OPPシートに記入 

 
○平和になるためには、必ず犠牲（人や自然）がある
ということ。でも、何かできることはあると思う。 
  （犠牲を出さずに平和になるための何か） 

 
視点② 
 前時との関連で「平和」に
ついての再構成しているか。 
 
 
 
 
 
 
 

④ 板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然愛護との関連から、地球規模

で平和を考えようとする視点も

大切にする。 

 

「平和」に対する前理解の把握 

②の発言のあと、別の生徒が「前の時

間に引っ張られすぎ」とコメントした

ことで、学びの関連性が途切れる。 

状況理解がしっかりとできな

いまま進んでいた。 

 

現在は「仲良く」ないのか？と

いう問い返しに対して、生徒の

思考がとまる。 

妥協して「人が死ななければよい」という前

理解があったが、振り返りで、友達の発表を

聞いて、自分の納得解を吟味し直していた。 

前時の「自然愛護」との関連を踏ま

え、「平和」を人間だけでなく、自然

や生き物も含めて考え、価値の再構

成を図っている。 
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(4) 指導案Ⅲ（第３時/全３時間） ※本検証 

① 主題名  つながりが生み出す力 （Ｃ 社会参画、公共の精神） 

② 教材名  「富士山から変えていく」  出典（日本文教出版『あすを生きる１』より） 

③ 学習指導過程 

段

階 

【学習活動】 

（内容・発問） 

○生徒の反応 

指導上の留意点・発問の意図 
検証の視点 

導
入
５
分 

 
１ 10年後になくなって欲し 
  いものはなんだろう？ 
 
 ■この中から 10年後、完全に 
  世の中からなくせると思う 
  のはどれ？ 

 
○争い、戦争、格差 
○偏見、差別 
○コロナ、ブラック企業 
→全部無理。 
 （そう思う理由を具体的に聞く。） 

 
 
 
 
 

意見を出し合う生徒 

展
開 

３５ 

分 

 
２ 教材を読み、内容を整理する。 
 【前段】（15分） 
 
 ■富士山について知っている 
  ことを挙げてみよう。 
 
 ■教材を読む。 
 
《補助発問で内容を整理》 
 ①野口さんが富士山のこと 
  を知るきっかけになった出 
  来事は？ 
  ②富士山の五合目にゴミが 
   なくなったのはなぜか？ 
  ③富士山にゴミがあったら 
   なぜだめなのか？ 

 
※富士山のイメージを捉えさせることで、 
 本文にある富士山の現状について、問題 
 意識を持たせる。 
○大きい、日本の象徴 
○きれい、寒い、高い 
 
（板書で整理する） 
※野口さんが、富士山のゴミ拾いをはじめたきっかけ 
 を捉えさせる。 
※多くの人が意識し、行動することで、環境や状況を 
 変えることができることに気付かせたい。 
※日本人のマナーの問題やゴミが、富士山の水に吸収 
 され、人体に害を与えるかもしれないことを捉えさ 
 せる。→環境問題への意識化 

 
 
 
 
 
視点① 
 
状況理解 
 教材の内容をしっかりと
把握させる。 
 
心情理解 
 野口さんの行動と気持ち
の変化を捉えさせる。 
 

 
３ 考え、議論する。 
 【後段】(20分) 
 中心発問 
 野口さんは「意識をもち、行 
  動に移すこと」がなぜ大切だ  
  と考えているのだろう？ 
 
 問い返し（議論） 
 ①「みんなが意識して、行動 
  することで、物事を変えるこ 
  とができると思うのに、なぜ、 
  １０年後なくなってほしもの 
  は変えられないと思うのか。 
 ②「みんな」の中に君たちは 
 含まれないのですか？ 

 
（個人で３分考え、全体で共有） 
※一人一人の意識と行動が物事を変える力になること 
 を捉えさせる。 
○意識を持つことで、行動が続けられるから。 
○大勢の人が、意識して行動することで、大きな力に 
 なるから。 
○考えがあったとしても、行動しなければ、何も変わ 
 らないから意味がない。 
 
 
※「みんな」の中には自分も含まれているという意識
を持たせることで、社会連帯を自覚させたい。また、
これまでの自然愛護や平和の実現に関して、自分事と
して捉え、社会形成者の一人であるという自覚を持た
せ、行動しようとする意欲を高めたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
道徳的価値 
 社会連帯の自覚を深め、実
際に関わっていこうとする
実践意欲を高める。 

終
末
１０
分 

 
４ 振り返り 
 よりよい社会にするために自 
  分ができることは何か考えよ 
  う。 
 
 ■OPPシートに記述 

 

  
視点② 
 自己の学びをメタ認知し
ているか？ 
 
 
 
 

 

④ 板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

「富士山」に対する生徒の前理解の不足か

ら、教材の状況理解、心情把握まで、生徒の

思考が環境問題と上手く結びつかなかった。 

「富士山」について、生徒の

前理解（予備知識としてわか

っていること）が少ない。 

補助発問③から、環境問

題へと想起させたい。 

Ｃ：自分の意識を持たないと、長く続かない。 

「みんな（社会連帯）」の中に自分も含まれるという気づ

きと自覚が記述されている。（自己の変容をメタ認知） 

「みんなが意識して行動したら･･･」（矢
印）「みんな」の中に自分は入っています
か？という問い返しで「はっとする」。 

机間指導中、個別の声かけ 

Ｔ：（問い返し） 

意識しなくても行動はでき

るよね？ 

10年後、社会人であろう自

分が生きる世の中が、どう

あってほしいかイメージし

て考えている。 
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Ⅴ 研究の結果と考察 

 研究の考察については、検証前・検証後のアンケート、OPP シート、授業観察等（写真やビデオ記録

を活用）を基にして、単元を通した生徒の変容や学びの繋がり、道徳的価値の自覚の深まりを分析した。 

１ 単元型学習としての教材パッケージ化の実践   

(1) １時間完結授業における道徳的価値の自覚 

 教材のパッケージ化を実践するにあたり、１時間完結授業が「考え、議論する」授業であること

を前提とした。それは、主題（その時間に生徒が何を学ぶのかを表したもの）を横断的に考えるた

めに、１つ１つの価値について、発問や問い返し、他者との議論によって生徒が、自身の前理解に

対する吟味を行う過程で、道徳的価値の自覚が必要となるからである。そこで、島（2020）の氷山

モデル（図１）にある道徳的価値レベルに迫るため、教材の状況理解、登場人物の心情理解を丁寧

に行い、発問や問い返しを工夫しながら「考え、議論する」授業を目指して実践を行った。 

 資料１は、第３時の授業後に記述した生

徒Ａの振り返りを示したものである。「先生

の『みんな』の中に『自分』は入っている

のか？という質問に関してはっきり『はい』   資料１ 生徒Ａの第３時の振り返り 

と言えなかった自分がいる」という記述か

ら、問い返しによって、自己内省に至った

過程が窺える。 

 資料２は、第２時の授業後に記述した生    資料２ 生徒Ｂの第２時の振り返り 

徒Ｂの振り返りを示したものである。「人間

の問題が解決したら、平和と言えるのか？」

という問い返しに対して、前時との関連を

図った上で、再構成を行った様子が窺える。   資料３ 生徒Ｃの第２時の振り返り 

 資料３は、第２時の授業後に記述した生徒Ｃの振り返りを示したものである。対象学級における

第２時の授業では、生徒の状況理解、心情理解が十分とは言えないまま授業を進行させたために、

発問や問い返しによる自己内省へ、スムーズに授業を展開することができなかった。 

 これは、「特別の教科 道徳」で、他教科と同様に授業づくりをしようとしたときに起こる課題で

あると感じた。他教科と同様にねらいを立て、目指す資質・能力の具体化を図ることは、これまで

の道徳科の授業で懸念されたインカルケーションへ繋がる可能性があると考える。そのため、生徒

の実態に沿って、丁寧に１時間の授業を展開し、生徒自身が自然とねらいとする価値の理解や再構

成を図る授業を目指すことが大切だと考える。 

 このような気づきから、ねらいとする価値について考える展開に授業を変更した。生徒Ｃは振り

返りの中で「□さんの」と１主題について他者の意見から、自分の前理解に対する吟味を行ってい

る。ところが、単元後のポスト記述において、３つの価値を統合する記述となっていた。 

 これらのことを踏まえ、教材のパッケージ化の実践には、まず「特別の教科」である道徳科の特

性を十分に理解した上で、教材の状況理解、登場人物の心情理解を丁寧に行う必要がある。それを

踏まえて、計画的・意図的発問や問い返しを行うことにより、「考え、議論する」深い学びの関連性

や連続性と効果的に結びつき、生徒の自己内省から道徳的価値の自覚が深まるものと推察できる。 

(2) 単元型学習としての教材パッケージ化の有効性 

① 前理解の吟味と主題横断的価値の統合 

 教師の計画的・意図的発問や問い返しによって、前理解の吟味と価値の再構成を促す「考え、

議論する」道徳科の授業が展開されることを前提に、本研究では、学びの繋がりを意識した単元

学習による教材パッケージ化を行った。 

生徒Ｂ 

生徒Ａ 

生徒Ｃ 
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 図５は、OPP シートの記述内容における分類

とその内訳を示したものである。単元学習にし

たことで、複数の価値を統合する内容の記述が

91％見られた。その内訳は、前時との関連を踏    

まえて価値の再構成に至った生徒が 66％、前時

との関連はなく１主題ごとの価値に対する再構

成が行われた生徒が 25％、価値理解に留まる生

徒が 9％いた。 

 図６は、道徳科の授業に関するアンケートの   図５ OPPシートの記述内容とその内訳 

結果である。「前に学習したことと関連づけて、

主題について考えている。」という設問に対し    

て検証前後で「そう思う」「どちらかといえばそ

う思う」と肯定的な回答をした生徒は、どちら

も約 80％と大きな変化はなかったが、検証後

「そう思う」と実感を高めた生徒が、20ポイン

ト増加している。                図６ 道徳科の授業に関するアンケート① 

  資料４は、生徒Ｄの単元終了後の振り

返りを示したものである。生徒Ｄの毎時

間の振り返りからは、価値の再構成のみ

の記述だけであったが、単元を通して３

時間を振り返った時「全てが世界平和に   資料４ 生徒Ｄの単元終了後の振り返り 

繋がる糸になっていた」ことに気づいた記述が見られる。つまり、毎時間の授業の中で、前時と

の関連を踏まえなくても、単元学習にすることで、生徒がこれまでの学びを繋げて考えたり、主

題を横断的に捉えて、価値の統合を図ることができたと考えられる。 

 これらのことから、道徳科の授業における単元型学習としての教材パッケージ化は、生徒が学

びの繋がりを意識し、価値の関連性を実感しながら、よりよく生きるための見方・考え方を常に

更新していく活動に繋がったことが推察できる。 

② 道徳的価値の自覚を深める 

 赤堀（2017）は、「道徳的価値についての理解、道徳的価値を自分との関わりで考え、自己理解

を深めること、道徳的価値を自分なりに発展させて自己の未来に夢や希望が持てるようにするこ

と」が道徳的価値の自覚を深めることだと述べている。 

 図７は、道徳科の授業に関するアンケートの

結果である。「毎時間の授業で、主題について自

分の言動を振り返りながらよく考えている。」と

いう設問に対して、検証前「そう思う」と回答

した割合は 39.1%だった。検証後は 66．7%と 27.6

ポイントも増加し、自分との関わりで道徳的価

値を考えていると実感した生徒が増えている。   図７ 道徳科の授業に関するアンケート② 

 資料５は、生徒Ｅのプレ・ポスト記述

である。ポスト記述には、プレ記述で見

られなかった「世界中の全ての動物や植

物も」という新たな視点が加えられてい     

る。また、価値の再構成だけでなく、目

指す平和な社会に向けて、自分なりに発         資料５ 生徒Ｅのプレ・ポスト記述 

生徒Ｄ       

生徒Ｃ 

生徒Ｅ 



- 11 - 

 

展させて行動意識を高めている様子がわかる記述が見られる。 

 資料６は、生徒Ｆの単元終了後の振り

返りを示したものである。３つの価値を

統合し、自分との関わりで考えて、道徳

的価値を自分なりに発展させて考えた

「平和な社会」を「SDGs」の問題解決だ    資料６ 生徒Ｆの単元終了後の振り返り 

と捉え、自ら意識して行動しようとする実践意欲の高まりが窺える。 

 このように、単元学習として教材をパッケージ化することで、生徒が道徳的価値について、自

分事として再構成を繰り返し、自分なりに発展させて行動意欲を高める一助になったことから、

道徳的価値の自覚を高めることができたと推察される。 

③ OPPAによるメタ認知 

 資料７は、生徒Ｇの単元後の振り返り

を示したものである。プレ・ポスト記述、

第１時から第３時までの自分の学びを振

り返り、考え方の変容を実感している様

子が窺える。プレ記述から「平和」に対    資料７ 生徒Ｇの単元終了後の振り返り 

する考え方が「自分のことだけ」という

一面的な見方だったと振り返り、授業を

重ねていく中で、再構成した考え方をま

とめている。また、「平和な社会」は人任

せではなく、自分から意識を持って行動

しようという実践意欲が記述されている。 

 資料８は、生徒Ｈの OPPシートの一部

である。１時間完結授業の振り返りの中

では、価値を統合するところまでは至っ

ていないが、毎時間、これまでの自分の

考え方と授業後の変容を記述しているこ

とから、道徳的価値の前理解に対する「正

しさ」の吟味が行われている。また、OPP

シートにしたことで、３つの価値を統合

しているポスト記述が見られる。 

 これらのことから、単元学習型の教材

パッケージ化授業において、OPP シート

による振り返りは、生徒がこれまでの学     資料８ 生徒Ｈの OPP シート（一部抜粋） 

びを視覚的に見ることでメタ認知を促し、学びの関連性や連続性に気づき、自己内省しながら価

値の再構成や統合を繰り返す活動を経て道徳的価値の自覚を深める一助になるものと推察される。         

２ 検証授業のまとめ（本研究を実践する上で、気づき、実感したこと） 

(1) １時間完結授業の充実 

 単元を貫く問いを立て、教材をパッケージ化し、１時間の学びを繋げ、何度も価値の再構成を図

る機会を作ることで、道徳的価値の自覚を深めることができると考え、実践を行った。 

 しかし、「特別の教科 道徳」という教科の特性から、他教科のように明確に目指す資質・能力が

示されていない道徳科の授業は、道徳教育の要として位置づけられているため、１時間の授業が果

たす役割がとても重要であると再認識した。まずは、１時間の授業を充実させることが、パッケー

ジ化をより有効に生かすことができる土台であると考える。 

生徒Ｆ 

生徒Ｈ 

生徒Ｇ 
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(2) 教師が道徳的価値の繋がりを意識する 

 道徳的価値の繋がりを意識することは、複数の価値が重層的に絡み合っている「道徳性」を養う

ために必要な視点であると考える。生徒はこれまで、１時間の授業で現時点での納得解を求めると

満足し、学びを完結したものとして捉えてしまう傾向にあった。そのため、次時の学習に繋がりを

見出すことは少なかった。 

 検証授業を終えて、この課題は授業を作る教師側の意識の問題ではないかと考える。教師が授業

づくりの視点として教材や道徳的価値の繋がりを意識することで、生徒が自然と複数の道徳的諸価

値との繋がりに気づき、他者との協働によって納得解を更新していくきっかけになるものと考える。 

(3) 道徳のねらいは緩やかに捉えること 

 単元型教材パッケージの授業を行うにあたり、他教科と同様に「ねらい」をどのように設定する

のかという課題が挙げられる。今回の検証では、他教科同様に指導案を作成し、単元のねらいと１

時間ごとのねらいを設定し、授業を行った。 

 しかし、道徳的価値の繋がりを意識する余り、教師側の意図する答えを、生徒から引き出したい

と思う場面があった。このように、他教科と同様の視点で明確にねらいを掲げてしまうと、これま

での道徳の授業で懸念されていたインカルケーションに繋がる可能性があると感じた。この解決の

ためには、まず(1)で前述したように、道徳科の特性理解が必須である。そして、道徳科のねらいを

もっと緩やかなものとして、教師側が認識しておく必要があると感じた。 

Ⅵ 研究の成果と課題 

１ 研究の成果 

(1) 「考え、議論する」授業づくりを目指し、意図的・計画的な発問構成や問い返しを工夫すること 

で、多様な意見に触れながらこれまでの納得解（前理解）に対する「正しさ」の吟味が行われ、生

徒の道徳的価値の理解を深めることができた。 

(2) 単元学習として教材をパッケージ化することで、生徒が道徳的価値の繋がりを意識し、学びを止  

 めることなく、継続してより高次の納得解を求めるようになった。 

(3) OPPシートを活用することで、生徒がこれまでの学びを振り返りながら自己の見方・考え方の変  

容や広がりをメタ認知し、自己理解を深めたことで、道徳的価値の自覚を深めることができた。 
２ 今後の課題 

(1) 本研究を実施するにあたり、学校全体で道徳科の年間指導計画やカリキュラムの見直しが必要だ

と感じた。年間を通して計画的に教材をパッケージ化することで、効果的に道徳的価値の自覚が深

まることができると考える。 

(2) 「特別の教科」である道徳科の授業では、他教科と異なり、明確に目指す資質・能力が示されて

いないことを踏まえ、教師が緩やかにねらいを持ち、臨機応変に授業を展開させていくことが大切

だと感じた。まずは、授業づくりの段階で複数の発問や問い返しを準備する必要があると考える。 
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